
TRAIL CUTTR事例紹介
森を楽しむマウンテンバイク

1

2024年2月9日
株式会社TRAILCUTTER



マウンテンバイクとは

• マウンテンバイクは高い機動性を持った、起伏のある未舗装路を走って楽しむ自転車

• 特徴は、頑丈なフレーム、よく効くブレーキ、サスペンション、太いタイヤなど。

• 近年電動アシストが登場し、更に誰もがこの機動性を享受できるようになった。

• マウンテンバイカーの中でも山の中の幅１mほどの起伏に富んだ山道(トレイル)を走るこ
とを楽しむ方が多いです。
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マウンテンバイクガイドツアーの運営
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専用コースの運営
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マウンテンバイクフィールドづくり
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南アルプス山中に残る山道
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了解を得て山道を整備
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ガイドツアーでの利用

総延長80㎞

関係者から利用了解を得たトレイルとしては国内最大
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車に積んで山に登り下りを楽しむ
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海外からのお客様も多い
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ガイドツアー限定の利用形態

理由

• 地域・地権者の皆さん信頼の担保

見知らぬ人が山に入ることの不安感の払しょく、

松茸山が多い

• 責任の所在の明確化

何か起きたときの苦情窓口

土地所有者の責任回避

• 持続的な利用の実現（浸食をさせない）

オーバーユースの抑止

浸食を抑える利用ルールの運用

• 安全のため
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既存山道を使う利用の課題

マウンテンバイク走行を想定して作られていない

•ガイド限定というようなある程度の制限が必要

•山道の難易度が高い（中級者以上）

•多人数利用に耐えられない（浸食に対する脆弱性）
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排水ができない既存山道
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マウンテンバイク専用C.A.B.トレイルの開設
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幅広い利用者が楽しめる専用トレイル
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遊び場が森になる

16



お金と時間をかけてでも訪れる価値の創造
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景観的特徴のない人工林でも集客可能
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木を切らないため木材生産と共存できる
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世界のマウンテンバイク市場
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世界市場規模は約2兆円と言われ、今後長期にわたり年率5%程度の成長が予想される。

米国では800万人以上(1)が参加し、今後成長期待が高いのはアジア太平洋地域。

Red Bull の YouTubeチャンネル登録者数は、Bike(マウンテンバイク)が 249万人、Racing(F1)が
161万人、Snow(スキー/スノボ) が76万人と、他を圧倒する人気。(2023/12/12確認)

＊国内では、里山を荒らすなどの理由で走る場所が制限され、2000年頃をピークにマウンテンバイク人口は減少し、現在は数万人規模とされる。
(1) AMERICAN TRAILS より https://www.americantrails.org/resources/mountain-biking-as-a-means-to-encourage-public-health-and-wellbeing



ご清聴ありがとうございました
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